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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は糖タンパク質（gp）130サイトカインファミリーに属し、心臓栄養因​​子様サイトカイン因子1（CLCF1）をコードしています。CLCF1はサイトカイン受容体様因子1（CRLF1）とヘテロ二量体複合体を形成します。この二量体は、毛様体神経栄養因子（CNTF）と毛様体神経栄養因子受容体（CNTFR）複合体への結合を競合し、Jak-STATシグナル伝達カスケードを活性化します。CLCF1は、可溶性I型CRLF1または可溶性CNTFRと複合体を形成することで、細胞から活発に分泌されます。CLCF1は、強力な神経栄養因子、B細胞刺激因子、および下垂体副腎皮質刺激ホルモン産生細胞の機能を調整する神経内分泌因子です。CLCF1の欠損は、寒冷誘発性発汗症候群2（CISS2）を引き起こします。この症候群は、寒冷曝露後の多量の発汗と、頭部および脊椎の先天的な身体的異常を特徴とする。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントがコードされる。疾患：CLCF1遺伝子の欠陥が、寒冷誘発性発汗症候群2（CISS2）[MIM:610313]の原因である。寒冷誘発性発汗症候群（CISS）は、常染色体劣性遺伝疾患であり、低温環境（7～18℃）によって誘発される多量の発汗を特徴とする。その他の異常としては、高口蓋、鼻声、鼻梁低下、肘を完全に伸展できないこと、および脊柱後弯症などが挙げられる。,機能：B細胞刺激能を持つサイトカイン。 ILST/gp130 受容体に結合して活性化します。,類似性:IL-6 スーパーファミリーに属します。,組織特異性:リンパ節、脾臓、末梢血リンパ球、骨髄、胎児肝臓で主に発現します。,
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